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SDH多重以前の光通信方式の概要�
Overview of optical fiber transmission systems before SDH

Ｆ32Ｍ方式と同時に開発されたF-100M方式�
F-100M system developed at the same time as F-32M system (1982)

F-100M方式は、通信網のディジタル化を実現するための経済的なディジタル伝送方式として、�

F-32M方式と同時に開発され、1982年に中容量の光ファイバケーブル伝送方式として実用化された。�

F-32M方式と共に、トラヒック量・伝送距離によって使い分けられ、F-32M方式は主に市内中継伝送、�

F-100M方式は主に県内中継伝送に用いられた。�


